
奕 【
読
み
】
エ
キ
・
ヤ
ク 

【
意
味
】
①
大
き
い
。
さ
か
ん
。
美
し
い
。 

②
続
く
。
重
な
る
。「
奕
世
」「
奕
代
」 

(
類
)
亦
(
エ
キ
)・
繹
(
エ
キ
) 

③
囲
碁
。
ば
く
ち
。「
博
奕
」 

 

奕
奕 

 

【
読
み
】
エ
キ
エ
キ 

【
意
味
】
①
大
き
い
さ
ま
。 

②
美
し
く
光
り
輝
く
さ
ま
。
盛
ん
な
さ
ま
。 

③
世
代
な
ど
の
重
な
る
さ
ま
。
次
々
と
連
な
る
さ
ま
。「―

た
る
山
峰
」 

④
う
れ
え
る
さ
ま
。 

 

奕
世 

 

【
読
み
】
エ
キ
セ
イ 

【
意
味
】
代
々
。
よ
よ
。
世
を
重
ね
る
こ
と
。 

(
類
)
奕
葉
・
累
世
・
累
代 

 

奕
葉 

 

【
読
み
】
エ
キ
ヨ
ウ 

【
意
味
】「
奕
世
」
に
同
じ
。 

 

奕
棋 

 

【
読
み
】
エ
キ
キ 

【
意
味
】
囲
碁
。
ま
た
、
碁
を
打
つ
こ
と
。「
晩
年
、
一
を
楽
し
む
」 

【
参
照
辞
書
辞
典
】『
漢
検 

漢
字
辞
典
』 



奕
世 

 
【
読
み
】
エ
キ
セ
イ 

【
意
味
】
だ
い
だ
い
。
累
代
。
奕
葉
。 

〔
國
語
、
周
語
上
〕
奕
世
載
徳
、
不
忝
前
人
。 

〔
漢
書
、
敍
傳
上
〕
奕
世
載
德
。 

〔
後
漢
書
、
楊
秉
傳
〕
臣
奕
世
受
恩
。 

〔
注
〕
奕
、
猶
重
也
。 

〔
曹
植
、
責
躬
詩
表
〕
篤
生
我
皇
、
奕
世
載
聰
。 

〔
魏
書
、
禮
志
四
〕
惟
周
之
士
、
不
顯
奕
世
。 

【
参
照
辞
書
辞
典
】『
大
漢
和
辞
典
』 

大
修
館
書
店 


